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	　委員の皆様、本日はお忙しい中、お集まりをいただきましてありがとうございます。

　本日、会議の進行を務めさせていただきます石橋でございます。よろしくお願いをいたします。

　それでは、ただいまから平成22年度第４回松尾地区地域審議会を開会させていただきたいと思います。

　初めに本日の会議の出席者のご報告をいたします。

　本日の会議でございますが、これは次第の裏に名簿を付けてございます。

　鐏委員、それから土屋委員様からは、所要のため欠席との連絡をいただいております。その他２名、畔蒜委員、それから鈴木委員が欠席ということでございます。

　現在15名のところ、11名の出席をいただいております。

　地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議は、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただきたいと思います。

　大変申し訳ございませんが、発言の際には、挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上で発言をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。

　それでは、会議次第により、会長からごあいさつをいただきたいと思います。会長、よろしくお願いいたします。

　それでは、ごあいさつを申し上げます。

　まだお見えになっていない方がございますけども、始めさせていただきます。

　今日は、皆様方には何かとお忙しい中をご出席いただきましてありがとうございました。

　なお、市側も総務部長さん初め議会中だということで、大変お忙しい中、ご参加をいただきまして、誠にありがとうございます。お礼申し上げます。

　なお、市役所のほうも広報紙等を見ますと、議会中で今年度予算等も200億強の予算を計上しているようでございます。これも強いて言えば、市民の幸せのために執行してもらう中身であると思いますので、来年度予算に期待をしたいところでございます。

　さて、今日は、皆さんご案内のとおり、議事のほうで庁舎の跡地利用の問題と、それから振興基金の活用の問題と、２点をご連絡申し上げた訳でございますけども、まず第１点の庁舎の問題につきましては、これはもう数回、皆様方に一応議題といたしましてお話をいただいてある訳でございますけども、後ほど市のほうから説明があると思いますけども、工程も日程も一応できたようでございますので、改めて皆様方からご意見をいただきたいというふうに思う訳でございます。

　それから、２つ目の振興基金の活用でございますけども、これも資料の中にございまして、前回皆様方にちょっとお話をしたのですけども、６件の提案がございまして、これも市のほうのご説明でありますとおり、23年度予算に計上されているようでございますけども、これもよく事務局の　　　　ご指導により効果あるものに活用させていただけたらいいなと思う訳でございます。

　それから、その他につきましては、市のほうからご報告事項があるそうでございますけども、以上、併せて今回の問題につきましては、よろしくご協力のほどお願い申し上げて、簡単でございますが、ごあいさつといたします。

　どうもご苦労さまでございます。ありがとうございます。

　ありがとうございました。

　続きまして、斎藤総務部長から一言ごあいさつを申し上げます。

　会長さんからごあいさつをいただきましたように、お忙しい中、いつもご出席いただき、本当にありがとうございます。

　22年３月ということで、22年度末、来月は23年度の新年度が始まるというところで、本当に行政の中で大きな節目のときでございます。

　そういった中で、来週16日が議会の最終日で、全議案の採決が予定されております。無事議案が通れば予算案も通過するというふうに思っております。

　そういう中で、来年度の最重要課題の１つは、企画政策課で掲げております、皆さん方にお世話になっている、この本日の議題でもあります松尾庁舎跡地利用ということは、23年度、本当に大きな事業です。

　予算額的には調査費用なものですから、1,175万円という予算枠を今予算計上させていただいてございますけども、何とか23年度、１つの方向性をきちっと出して、具体化へ向けて進んでいければなというふうに考えております。

　さて、昨年10月１日に国勢調査、大変お世話になった訳ですけども、もう新聞等でご承知だとは思いますが、山武市の人口は５万6,086という千葉県の速報値でございました。前回が５年前で、平成17年ですから、それと比べると2,938人の減少、約3,000人に減少ということです。

　確かに新聞では、千葉県下で減少数の多いベスト３に、３番目に入ってしまっている訳でございますけども、中身が問題でして、生産年齢人口といいますか、０から14歳、あるいは65歳以上の高齢化世代ということで、中身を見ると、確かに少子化というものが反映されて、０～14歳の人数が減少の傾向は、そのとおりに顕著に表れているというふうに思っています。

　これからは、この賑わい創出事業もそうですけども、何とか着実に推進していって、ある程度の若い方の定着も進めていかなければならないことは、その中での大きな目的になってきているかというふうに思っております。

　そういうことで、この松尾地区のこのプロジェクトがそういう１つの鍵を握る事業だと思っていますので、ぜひよそから持ってきたものというよりも、この地域の風土に根ざした形のものにつくり上げていければというふうに思っています。

　ぜひ地元の方々が中心となって、何か賑わいを創出するというような感じになってくればなという、イメージ的には思っているところです。

　それと、最後ですけど、ひとつお礼を申し上げますけども、先般光ケーブルを敷設する要望を全市的にご協力いただいて展開いたしました。要望書4,000を集めることを目標にしておりましたけども、その目標数は達成しているという状況でございます。そのようなものですから、近々ＮＴＴに対し、山武市の意思を伝えて、ぜひ早期の具体化へということでお願いする予定です。

　その中で、地域的に見ると松尾地区が一番の回収率といいますか、ほかの地区と比べて非常に高かった訳です。これは近々統一地方選挙も行われますけども、選挙の投票状況も見ましても、本地域は非常に投票率も高いということで、そういう地域のまとまりというものをぜひ今後も大切にしていければなと思っておりますので、お礼かたがた今後ともよろしくお願いします。

　以上です。

　それでは、この後の議事につきましては、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと思います。

　よろしくお願いいたします。

　それでは、議事に入ります。

　入る前に、山武市松尾地区地域審議会運営要綱第２条の規定により、会議録署名委員２名を指名させていただきます。

　今回につきましては、野中学委員さんと、それから古川栄委員さんにお願いしたいと思いますけども、よろしゅうございますか。

　それでは、古川委員さんと野中委員さんにお願いをいたします。

　議事録が作成された段階でご署名をいただきますので、よろしくお願い申し上げます。

　それでは、３の早速議題に入らせていただきますが、松尾庁舎跡地の利用についてを議題といたします。

　それでは、事務局からご説明をいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　小川です。

　私のほうから松尾庁舎跡地の利用についてということで、資料に従いまして説明をさせていただきます。

　大変失礼ですが、座らせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　お手元のほうに、本日は５枚ほどの資料を用意させていただきました。

　前回、12月10日に地元市議会議員の皆さん方と地域審議会委員の皆さん方との意見交換会ということで行わせていただきました。

　そのときに解体撤去後の跡地につきましては、今後も、継続的に審議していきましょうという形になっております。

　そうした中に、その意見交換会でこれでいいのではないかということで、２点ほど確認されております。

　庁舎解体に伴って、出張所を移設する必要がありますが、その出張所の移設先につきましては、松尾ＩＴ保健福祉センター、こちらに移設をするのだと。これは期間とかというのは明確にしておりませんので、移設した後についてはまた検討するような形ということであったかと思います。

　それと２つ目といたしましては、解体する施設につきましては、庁舎、それと旧松尾町教育委員会棟、もう１つが洗心館と、この３つの建物を解体したらどうかということで確認をされたかと思います。

　なお、特に洗心館の解体に当たっては、現在利用されている方等も多くおりますので、そういった利用者の不便にならないように手当てをしていただいてというようなご意見を頂戴しているところでございます。

　今のところの予定では、その３つの施設を解体する方向で検討したらということでご理解をいただいたというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。

　そんな中で、今日は、これからのまず進め方について具体的にお話をさせていただきたいと思います。

　この内容につきましては、市で作成しております実施計画というのがございまして、これは23年から25年度の３カ年の計画を作成したものでございます。その実施計画に載せたものということで、今日はご報告やご紹介をさせていただきたいと思います。

　資料の１ページ目を見ていただきたいと思います。

　23年度ということで、先ほど部長からもありましたように、予算は1,175万円ほど予算計上してございます。それは何かといいますと、２段目にあります基本設計業務委託ということで、今のところ計画しております。その前段として、市民の方々の意見交換会というのを必要に応じて何回か開催をさせていただければなというふうに考えております。今のところ、23年度にあっては、５月ごろ、そして年度末に１回というようなことで、今のところ２回ぐらい市民との意見交換会を開催させていただいて、その都度ご意見を頂戴したいなというふうに考えているところでございます。

　２番目の基本設計業務委託ということで、こちらにつきましては、なるべく早い段階で業者さんのほうに発注をかけたいというふうに考えております。この設計業務の中身でございますが、これは地元の方々の意見をまず吸い上げる、把握するという業務、そして実際にどういった活用をするのだと、跡地もそうですけども、周辺を含めてどういった形の活用をするのだというような基本的な計画といいますか、設計をまずここでやっていくというように考えております。したがって、23年度中には、具体的にどういった建物、どういった利用、そういったものがきちっと明確に出せるような形で、１年間で仕事を仕上げていきたいというように考えております。

　それと、３番目にございますように、これはあくまでも仮称でございますが、特に地元の方のご意見をこの計画に反映させたいという気持ちがありますので、かしこまった会議ではなく、各方面からいろんな意見を出していただけるような、こういった賑わい空間創出市民会議というものを設けさせていただいて、必要に応じて会議を開催していきたいなというふうに考えております。このメンバーにつきましては、また後ほどいろいろ皆さん方にもご意見をいただいて、各種団体の代表者の方でもいいでしょうし、若い方の意見を取り入れるというような考えでもいいですし、何かご意見を頂戴できればなということで考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。これを23年、24年と引き続いてやっていきたいなというふうに考えております。

　松尾出張所等の移転ということでございますが、23年度中には、今申し上げましたように基本設計と、こういった検討会議を同時にやっていって形をつくっていきたいということでございまして、24年度になりましたら、なるべく早い段階で出張所等の移転を行っていきたいというふうに考えています。ただ、この出張所の移転をするには、移転先の松尾ＩＴ保健福祉センターから保健福祉部が動くということが前提になっておりますので、その進み具合によって若干前後はするだろうということで考えておりまして、今のところ早くても５月ぐらいにはなってしまうだろう、遅ければ10月ごろになってしまうのかなということで、これはその進み具合でかなり幅があるということでご理解をいただきたいと思います。いずれ移転できる時期が来たら、移転先をなるべく早く整備して出張所等を移していくという考えでおります。そういったことで予定をしているところでございます。

　続いて実施設計業務ということで、23年度に行います基本設計等の結果を受けまして、今度は実施設計、実際細かい建物の形だとか規模とか全部、実際の建設に移れるだけの設計でございます。これを24年度、なるべく早い段階で委託をかけていこうという考えでございます。

　併せまして、先ほど申し上げました松尾出張所等の移転が終わりましたら、なるべくこれも早めに松尾庁舎等の解体撤去の工事も24年度に進めいたというように考えております。

　24年度中には実施設計もできますし、解体撤去も基本的には終わるというふうな見込みでおりまして、いよいよ25年には皆様方が望まれる、新たな地域の賑わいを創出できるような施設を25年度に建設をしていきたいというような予定になっております。

　26年度以降につきましては、まだはっきりしたことは書けませんが、既存施設、例えば取り壊して新しい施設が建ちますけども、このふれあい館、何らかの方法で活用するに当たって、改修が必要だということであれば、この辺の施設の改修を26年度以降にやっていきたいと、併せて周辺道路等の整備も26年度以降にやっていくというような考えでおります。

　合併したことによる特例期間ということで、財源的に有利な合併特例債というのがあるのですが、27年度がリミットになっておりますので、27年度までにはすべての事業を完了させたいということで取り組んでまいる予定でおります。

　これは、単年でとりあえず計画を出していますが、場合によっては継続事業として複数年でやらなければならないこともあろうかと思います。その辺につきましては臨機応変に対応させていただいて、また改めた日程等を検討していきたいなというふうに思います。

　これは今の段階での計画ということでご紹介させていただきますので、これにつきましてご意見等がありましたらお願いしたいというのと、先ほども言いましたように、市民検討会議につきまして何かいい案がありましたら、ぜひお知恵をいただきたいというふうに思います。

　続いて２ページでございます。

　これにつきましては、何度かご紹介をさせていただきましたが、地元の中高生、そして市民の皆さん方のアンケートをとりました結果でございます。このアンケートにつきましては平成22年２月に実施しておりまして、地元の中学生200名、それと地元の高校生、松尾高校生ですけども、375名を対象に行ったアンケート、それと旧松尾町にお住まいの男女無作為250人を対象に実施したアンケートの結果でございます。一般市民の方々につきましては、回答者は117人ということで、回収率は46.8％、こういったアンケートの結果でございます。

　まず、２ページ目の左側でございます。

　松尾町において、あなたが困っていることや解決したいと思っていることは何ですかということにつきまして、まず学生が困っていることは、レジャーや余暇を楽しむ場所がないというのが63％ということで最も多かったです。次いで、食事をする場所が少ない、これが52.5％。一方、一般市民は、まちに賑わい・活気がないというのが68.1％と最も多く、次いで公共交通が不便であるというのが46.6％となっておりました。

　公共交通につきましては、後ほどご報告をさせていただきますが、昨年の10月から実証実験運行ということで、基幹バスと乗り合いタクシーの運行をやっております。そういった関係で、この辺はかなり改善されているのではないかなというふうに期待しているところでございます。

　続いて右側のところでございますが、今困っていること、これを解決するために何が必要かと、必要と思われる機能は何ですかということの問いに対しては、学生さんは飲食を提供する機能が73.5％、次いで住民等の利用を想定した商業機能が48.4％ということでございました。その一方、住民の方々につきましては、住民等の利用を想定した商業機能が55.4％、次いで公共交通による移動を確保するための機能が46.4％というような結果になっております。

　次のページ、３ページです。

　それでは、その必要と思われる機能のうち、この跡地に導入できると考えられる機能は何ですかという問いに対しまして、学生さんは飲食を提供する機能が71.7％、次いで住民等の利用を想定した商業機能が46.9％、一般の市民の方々は、特産品などをＰＲ・販売を行う機能が55.4％で、次いで、学生と同様に住民等の利用を想定した商業機能というのが50.9％というような順になっています。

　今回、特に見ていただきたいのは３ページの右側でございます。

　このアンケートの中で、自由意見ということで上がってきたものの中にいろんなご意見がございました。後ほど、すべては目を通していただきたいところなのですが、この中で幾つかちょっとご紹介をさせていただきたいなと思います。

　まず、住民の方の自由回答として、スポーツ施設ということでありました。その中で、ヨガを楽しむ施設と、年齢に応じた運動、これはプールだとかヨガとかリズム体操、マッサージなどをしてくれる人があるならばそういうところもどうかなと。型にはまらず気楽に行ける場所がいいと思うというような意見がありました。それと、だれでも利用できる軽スポーツコーナー等の入った施設がいいのではないかと、続いて図書館が大きく利用しやすくなったので、室内スポーツ施設や多目的ホールなどがあれば、松尾在住者の集いの場になると思いますと、この意見をくださった方は、今は蓮沼や東金や山武のスポーツジムに通っているというような方もいます。

　あと出張所機能につきましては、こういった意見がございます。税金をわざわざ成東の市役所に行って納めなくてはならないのは大変ですよと、松尾の出張所がなくなったら成東に行かなければならないのかというような不安を持っている方もいるということです。続いて、松尾駅に出張所をつくり、跡地については当分の間そのままでもいいのではないかというような意見もございました。続いて、庁舎撤去後、住民票をとれる連絡所のような施設だけでもつくっていただければありがたいと思うというような意見もございます。

　続いて、駐輪場・駐車場ということで、とりあえず駅利用のための駐車場、ＪＡのみどりの風のようなものがあるといいと思うとかいうような意見、その中には税金を使って建物を建てることをしても無駄だと、駐車場とか住宅地として利用するのがいいのではないかというような意見もございました。

　続いて農産物直売所でございます。農産物の直売所を設け、安心な食料を提供できるスペースにしてほしい、市民が集まる所としてはショッピング、手づくり、ＰＲ、こういったものですね。気軽に利用できるスポーツセンター、大衆浴場、こういったものがいいのではないかというご意見もございます。

　続いて、次のページです。

　公園ということで、小さな子供が安心して遊べるところ、砂場、そういったものがあったらいいのではないかというようなご意見。

　同じように広場でございます。芝生の広場にして、住民の集会やレクやレジャー、子供の遊び場などの多能的広場として利用してほしいと、箱物は絶対だめというような意見があります。

　続いて、歴史史料館。その中で、地元商店の方がまとまって入れるような機能、その中に歴史史料館など、ほかのまちからも人が来て人があふれるような、そういった飲食店があればいいなと。史料館、飲食店、そういったことでございます。それと、松尾には観光などがないに等しいというのが現在でございます。昔の松尾藩の史料が残っているところがないので、跡地には新しい出張所と展示施設等を兼ねた施設がよいのではないかというようなご意見もございます。

　その他もいろいろご意見ございます。ちょっと時間の関係上、読み上げませんので、後ほど見ていただければなというふうに思います。

　その右でございます。

　学生の自由回答でございます。学生は、ほとんどがファミレスだとか、マクドナルド、ガスト、ショッピングモールだとか、カラオケ、ゲームセンター、こういったものがあったらいいというふうなご意見でございました。あとは学生のその他でございまして、その中で商店街という昔から続いているものもあるのだから、それを大切にして、商店街を使ってイベントを開くべきだと思いますと。もっと山武市全体で協力し合うべきというようなご意見も、学生から頂戴しているところでございます。

　そのアンケートの中に自由意見としていろんな意見があるということで、後ほど見ていただければと思います。

　続いて５ページであります。

　これから、また跡地の利用、具体的に検討していく訳ですが、最後、敷地の関係をちょっと見ていただきたいと思います。

　まず黄色で色塗りしてある部分です。現在出張所が建っている、松尾庁舎が建っている敷地の部分でございまして、台帳上の面積が１万2,325平米強でございます。上に水色で塗ってある部分、これがふれあい館の建物でございまして、今のところ、この跡地の利用につきましては、ふれあい館を残そうという考えでございますので、この水色の部分を除いた黄色の部分をいかに利用していくかという形になろうかと思います。

　そして、ピンクで塗られている部分があります。これが以前お話ししましたように国道に面している市の土地でございまして、ここの面積が約308平米ほどございます。可能性としては、国道から直接入れるような入口も、可能性としてはつくれるのではないかというようなことで考えているところでございます。

　ただ、ちょっと思うに、それなりの施設を建てて、ある程度駐車場等確保しようとすると、やはり面積的には決して広いというような状況ではないのではないかというふうに思われます。これも先ほど言いましたようにいかに有効的に使うかということで、これから検討してもらうということで、敷地の関係はこういう状況でございます。

　ということで、駆け足でのご説明になってしまいましたが、これからの進め方、そして前回行ったアンケートの結果、それと敷地の状況ということでお話しさせていただきました。

　特に冒頭申し上げましたように、来年度早々ご意見を頂戴したいと思っています検討会議の、その在り方等も皆さん方のご意見を参考にさせていただいて進めさせていただきたいなというふうに思いますので、ご意見を頂戴したいと思います。よろしくお願いします。

　ありがとうございました。

　ただいまの跡地利用についての一応の工程と、住民によるアンケートの意見についてご説明いただいた訳でございますけども、この工程につきましては市の工程ですから議論するところではないのですけども、この工程で一応進めていただくという方法が一番いいのではないかという部分ですけれども、今ご説明いただいた中で、皆さん、何かご質問があればいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　質問ですが。

　はい、どうぞ。

　工程表を見ますと、基本設計が、24年度の実施設計ですか、始まりますけれども、基本設計が23年度にできますけども、設計で一番関係してくる関連道路はかなり先に考えるみたいになっていますけども、その国道　　　　接続という問題が設計に大きくかかわってくるのではないですか。その辺はどういうふうに考えますか。接続するか、しないかによって、設計と、位置取りをする場合に非常にここが問題だと思うのですよね。後ろへべたっとくっついてしまえば、接続した道路ができない訳ですよね。といって、接続した道路から敷地内へまっすぐ入ってくるというと、非常に設計上やりにくくなると思うので、その辺はどういうふうに考えているのですか。時期の問題もありますよね。後からそれ考えたら、計画がおかしくなってしまう。

　基本的には、この基本設計の中でそこも含めて考えていきたいと思っているのですが、道路の整備はいろんな部分でかなり時間がかかると思います。先ほども申し上げましたように、期限が27年ということは、いろんな国の制度等利用した場合、そこをある程度目標にしていくというようになりますと、道路整備を先に優先順位をつけていくと、この跡地利用がそこまでに収まるかどうかという問題が多分出てくるのだと思いますので、可能な限り基本設計の中ではそのようなものを考えていきたいと思いますが、まずは耐震の問題で松尾庁舎を取り壊さなければいけないというのが基本的になっておりますので、そこの跡地利用ということは、そこをメインに考えていけばいいかなというように考えています。ですので、決して道路はすべてを抜きだよということではないということです。

　大変微妙な関係にあるので、いつまでもやらないし、かなり時間がかかるということであるし、接続するとしないとでは、設計に大きくかかわってくるので、ちょっと慎重に検討してほしいなと思います。

　いいですか。

　はい。

　周東でございます。

　この間は、ふれあい館というのですか、これですか、これがいなくなる案になっていましたよね、この間の会議の場合に。いつスポーツセンターのやつと松尾ＩＴ保健福祉センターのやつが。

　ここは残すことになって。

　前も残すことになっていました。

　それで松尾ＩＴ保健福祉センターに行くことになっていましたか。出張所がね。

　ここの建物は取り壊す予定はない、最初から。ですよね。

　これはないのですね。これはでも地震にはだめだったのでしょう。

　ここは大丈夫。洗心館と庁舎。

　洗心館は壊すのだね。

　かどうかというのがこの前ありました。

　洗心館はなくなるのですよね。その洗心館が一番何か使われていると言っていましたね、率としては。

　年間約9,000人ですね。

　委員さんのおっしゃるとおり、ここはかなりいろんな方に使われております。そういう部分では、取り壊した後も、中に入っている方が困らないようにというのは、そのときに条件といいますか、入っておりますので、その辺は一緒に考えていかなきゃいけないというふうに考えています。

　それのアンケートなんか見ても、やはりスポーツが、屋内スポーツか、何か山武なんかああいうのを一杯つくって。そういう利用が多いのかなと思うのですけども、あれは結局スポーツやることが一つの、真ん中にした場合、主体になってつくれば問題ない。各所にも立派なものがスポーツ器具があるし、松尾はあれを、スポーツチームを連れてマラソンか、あれは使うからだめだと、そんなことで話がついて。今のスポーツセンターは、スポーツセンターとして使うことを我々は考えてつくった訳ですよね。それがいつの間にやら建物になった訳だ。あれもいろんな理由があるのだろうけれども。だから、その前に、そのときにはやらない、そういう話だったですね、一番最初のものは。合併してから。

　合併してからスポーツセンターをつくりましょうという話が出たということですか。

　いえ、最初からあそこはスポーツセンターでしょう。

　あれは松尾ＩＴ保健福祉センターですよ。スポーツセンターではないです。

　あのでかい建物はＩＴ……

　保健福祉センター。

　あの松尾ＩＴ保健福祉センターに入るのでしょう、出張所が。

　保健福祉部が本庁のほうへ移動するでしょう。空いちゃうから、そこへ出張所と何かそういう、ということなのでしょう。

　空いちゃったら、実際の昔の計画どおりスポーツセンターがいいのではないかなと。

　それもいいことではないですか。

　みんなが屋内のやつがほしいから。せっかくそういうことのためにつくってあるのだと思うから、それを出張所か何かつくるか知りませんけど、出張所はつくらなきゃしようがないし、あっちができてからつくっていくとなると、何坪ぐらいいるのか。それによっちゃ、そんなこと使えなくなりますよね。

　要は運動機能を果たせる施設と多分言っていると思うのですけれども、当初からそれはないということとご説明して……。

　ちょっといいでしょうか。

　では、どうぞ。

　恐らく周東委員さんがおっしゃっているのは、あそこに多目的のやっぱり部屋がありまして、そこに例えばトレーニングをやる機械だとか入れたらどうという話を前に多分したと思うのです。それは、今はそういう利用をするような形ではないので、無理ですよという話に多分なっちゃっていると思う。

　いや、そうではなくて。

　ではないのですか。

　話がついているから、そんなことはいいのだよ。そういうあれでは。

　そうですか。

　話がついているから、そんなのは知らないですからね。話がついているから、いいのだよ。あんまり問題にしてほしくないよ。できることはそのままであるのだろうから。

　周東さん、この間の会議か前から会議があって、一応ここ全体は取り壊すということになった訳ですよ。それで、周東さんが今ご心配している、では、この洗心館の利用している人らが結構いらっしゃる訳ですよ。それの対応をどうするかという話もあったので、それは松尾ＩＴ保健福祉センターの中で、向こうへ移るので、そういう問題をこっちに支障がないように、そこで一応対応できるのではないかということで検討しましょうという話には、この前なっているのです。スポーツ施設、そういう状況については、これからそういうものがそこにできるかどうかというのは、これから検討してもらわなきゃならないと思いますけども、とりあえず一応方向的にはそういう方向でいきます。

　それを含めて、新しいものを。事務所を。事務所を壊すだけだと、そういうふうに言いますからね。危ないから。そしてそこへ移るにも今のあれが、運動の……
　松尾ＩＴ保健福祉センター。

　松尾ＩＴ保健福祉センター。あれが松尾町がつくった趣旨に反するのではないかなと思うのです、私は。そうでしょう。今だって、学校だってあんな大きいのがあって何するのだと。それと同じことでね。

　広い意味でいえば、いろいろご意見があるでしょうけども、松尾であそこを松尾ＩＴ保健福祉センターでつくったので、それは全く活用されないでは困る訳ですから、やっぱり市民の意見が反映できるような、一応施設として利用できるようなことを考えてもらうというふうにしていただきたいというふうに思いますけども。今ここでどういうものを入れるという話は、細かいことは別といたしまして、そういうことで対応したいと思いますので。

　一応あれだけ壊して、一応目的としては皆さん使っている施設で。一応あっちへ持っていって、そういうことで、そういう中の使い道で今は話が進んでいるのか。

　そういうことです。

　すると、そこに運動機能を持ったスポーツセンターをつくるということは、現在ではもう……

　だから、それは周東さんのご意見で、その中にそういうものができるかどうかというのは、これから検討していかなきゃできない。どういうものが入っていくかという問題は、全体的に考えていかないと、スポーツのそういうものができるかどうかというのは、検討していかないといけないのではないかと思います。

　僕は新しくこっちもつくるのだなと思った訳ですから。これは私の一存で、あそこはスポーツセンターで使ったらいいのではないか。

　ご意見はわかります。

　金は同じことなのだから、スポーツセンターにすればいい。

　いいですか。

　はい、どうぞ。

　小梛です。今、周東さんからも話が出ているように、この松尾出張所の移転が24年５月ということになっている訳ですよね、松尾ＩＴ保健福祉センターのほうに。保健福祉部の移動は、23年度中に本庁のほうに移動ですか、24年度ですか。

　今の机上の計画では、23年度の末に移る準備をして、24年から本当はスタートしたいというのが机上のスケジュールでございますけども、それは状況によって多少ずれるかもしれませんが、今のところ、そういうような予定でございます。

　というのは、例えば洗心館の利用が大変多いということで、一部松尾ＩＴ保健福祉センターのほうが空く訳

ですよね、出張所以外の部分が。それが一部洗心館のほうのいろんな会が、向こうを利用することによって、ここの跡地に建てる箱物も、やっぱり向こうの利用も含めて考えていかなければならないと思うのですよ。だから、向こう、松尾ＩＴ保健福祉センターの跡地に何を利用するかと、それで不足の部分をここに建てるものなのか、その辺もやっぱり熟知していかないと、なかなかさっき大津さんが言われたように、道路１つの件についても、まさかこの庁舎の跡地のど真ん中を道路利用すると遮断しちゃいますよね、実際には。設計上ではいろいろその辺は考慮してのあれと思うのですけど、それとあと当然この出張所のふれあい館という名称のものを建てる場合の予算というのがどのくらいあるのですか。当初予算と。

　それは事業費ということでしょうか。

　そうです。

　25年度から、ここで言いますと、施設の新築と工事ということでございましょうか。

　そうです。

　これは予算は非常に難しいというのは、これから基本設計をつくって、実施設計に移らないと、本当は細かい部分まで建物は出ないのですね。ですので、これは今ここで数字を言うと、それが一人歩きすると思いますので。

　例えば１つの例で言えば、山武で建てたあららぎ館ありますよね。あれの１つの予算の、あの１つの基準にするとか何か、そういうものというのは市のほうであるのですか。ここの跡地に。

　あららぎ館が基準になるということはないのだと思いますが、やはり今私どもでは中期財政計画も立てておりますし、これから今後長期財政計画も立てなければいけないと思いますので、当然合併の特例がなくなった後も、きちっと行政サービスが運営されるような形で、当然国の交付金等も利用しますし、起債も起こす可能性もございます。そういった部分で、そういう兼ね合いの中でどこまで出せるかという話になると思いますので、これは今ここでふれあい館が基準になるとかというのはなかなか難しいのかなと。やはりこの地元にとって本当に必要なものということであれば、それはその辺考えていかなきゃいけないので、当然財政的なスタミナも、当然将来的にわたったものを見渡した中でやはり検討していくということになろうと思いますので、大変今ちょっとなかなか具体的には、数字的には幾らぐらいかかるということはないのです。ただ、実施計画上は仮の数字では載せてあります。

　それはどのくらいあるのですかね。

　これは本当の、先ほどから言いましたように、本当に目安なものですから、４億ぐらいということで、実施計画の中では位置づけてございます。

　だから、それ最低額を押さえておかないと、大変な建物ができてしまうのですよ。

　ですので、私が数字を言いたくなかったのは、これでいくということではないのです、実は。

　ただ１つ言えるのは、今後この山武市も少子化がそれこそ早いということを考慮に入れると、あくまでもそれ、大きなものをつくったからいいではない訳ですからね。

　はい、わかりました。

　ちょっとすみません、今の関連でちょっと。

　以前、市から提示していただいているモデル３案の中に、実は数字が載っかっているのですよ。概算の事業費、あくまでも概算事業費で、例えば出張所解体費が6,800万とかで、その案に基づいて大体合計で６億ほど、解体費用と建設新設費、改修費含めて３案も大体６億4,000万、５億1,000万とか載っていて、そのうちの例えば６億4,000万使うときに、合併特例債でもって３億ほど使うと。市の負担金もその半分くらいとれるというような一応の目安としては提示をしていただいてあったのですよね。でも、これは今課長さんがおっしゃったように、あくまでもこのときの概算であって、これからつくろうとするときに、これを上回るものではあっても、地元の住民が要望して、市がそれでいいだろうとなれば、上回る形でももちろんゴーサインが出るというふうに解釈していいのでしょうか。

　総事業費、私、主計画に載っている４億というのは、あくまで施設の新築等の工事ということで、仮にということにしてあります。そこにありますのは、やはり解体撤去とかも含めて、それからふれあい館等の整備、先ほど申し上げましたように、そういうものを含めての数字がその６億という数字です。当然要望があるものについては、きちんと検討していくと思いますので、先ほど言いましたように財政スタミナ等も視野に入れた中でいくということになろうと思いますので、今そういったことで地元が必要であれば、それはきちっと検討していくということになろうかと思います。

　わかりました。

　はい、どうぞ。

　地布久ですが、このアンケートの中に学生の自由回答というところで、ファミレスとか、レストランとか、ショッピングモールとか、いろいろ書いてあります。こういう商業施設というのは、ここに入るということも可能なのでしょうか、公共の用地で。それは無理。可能かも。

　いろんな事業をやっていく中で、整備手法というのがいろいろあると思うのです。ですので、まず何がだめだというのは、基本的にはよほど例えば今で言う遊技場ですとか、そういったものというのはどうなのかなと思いますけども、商業施設といってもいろいろあると思いますので、それが最初からだめだというのは多分ないと思います。それはもし必要であれば、その整備手法をどういうふうにやっていくかという話になろうと思いますので、これは先ほど基本設計の中で、それも含めて、もしそういうものが必要であれば検討を重ねていくというようなことになろうかと思います。

　ひょっとして、こういうマクドナルド、ガスト、こんな業者さんが入ってもいい可能性もあると。

　ですので、可能性としてはすべてあるのだと思います。

　大分増えてきましたものね。松尾、それでなくても横芝、成東にね。だから、さっき言ったドーナツ頼むやつ。何ていうのですか。ドーナツを頼むやつありますね。ああいうものだと来るのではないのですかね。
　商売だからね。採算が合えばどんどん来るのですよ。だから、こういう松尾のこの商店街で、商売採算合わないから、みんなシャッター閉めていく訳だから、その辺を基で意見してくださいよ。

　ではなくて、要するに公共用地だから、その中にそういうものが建ってもいいものなのかどうかというのを聞きたかった。

　建つのは構わないのでしょうけど、維持管理するのはやっぱり税金でやる訳ですから、そんなの、元気館を見たって、あの食堂だって、公費負担、ある程度援助してくれたからやる人いたけど、赤字ですからね。

　赤字になるとかは関係ない。そういう業者さんが入ってもいいのかなということを。入れるものなのか。それが聞きたいだけ。

　ただ今言った、このアンケートにあるゲームセンターと、これは学校当局がやっぱりある程度絡んでくるのでしょうから。

　いいでしょうか。

　はい、どうぞ。

　一応いろんなやり方がやっぱりあると思うのです。その中には、やっぱり市で直営で全部やるとか、中には公設民営でやったりと、いろんな形がありますので、あらゆるものを今の段階で可能性がないのではなく、かなり広い範囲で検討していくことは可能だと思いますし、場合によっては実現も可能ではないかなと思いますけど。ただメインとなるものがファミレスではどうなのかなというのは、やっぱりあると思いますけども。

　今やっていますもんね。新しくできたスーパーみたいのありますよね。

　セイミヤさんですか。

　セイミヤか。結構人入っていますもんね。初めはあんなもの、松尾になんか来たってできる訳ないと思っていたけれども。

　いいですか。

　はい、どうぞ。

　古川です。

　今、もう少しやっぱり、ここでアンケートにはありますけども、何項目か今、事務局が読んでくれた内容で、箱物はだめだとか、最後にこの、これだけの用地の中で駐車場スペースをとって、そういった箱物、そういったのをつくっていかがなものかと。だめとは市のほうですから言えませんけども、そういったのを頭の中で念頭において、もう少し現実味のある話をしていかないと。

　これは非常に大きな事業なので、ここへ建てるだけではなくて、今さっき周東さんが言った松尾ＩＴ保健福祉センター絡みもございますので、ここで１回でもってどこの部分を議論するというのはなかなか難しいので、今日は工程を一応こういうふうな工程でこの事業を進めますよと、１つの市のスケジュールを提案してもらって、こういう形でいきますよという了解を皆さんにしてもらうという１点と、それからもう１点、この賑わい空間の市民の検討会というのを市のほうからご提案をいただいているのですよ。この工程表は、先ほど申し上げましたとおり、これで市議会のほうで変更するとか、何にしろという話にはなりませんので、これはこれとして進んでもらうということにしていただきたいというふうに考えますけど、その件についていかがでしょうか。

　小梛です。いいですか。

　はい。

　これは各種団体と市民のこの検討委員会という形で、例えばどういう団体さんを考えているのですか。

　どういう団体というか、特に今は考えてないのです。ちょっと参考になるかなと思うのは、今、成東の駅の南口の賑わいという部分で、あじょすっ会ということで、どうしましょうかという意味なのですけど、それは地元の商店街の方々とか、商工会とか、観光協会の方々、そして千葉大の先生、学生さんとか、いろんな方々が一緒になって考えていくというようなものが、この地元の、松尾の地元の中でそういうものができていったらいいのかなと。やはり私ども地元の意向というのは、やはりそこに住んでいる方々が本当にこれからどうするのだというのを本当に考えてもらいたい。そういう中で、本当に必要なものをこの土地の中に建てていければいいかなということで、本当に抽象的ではございますけども、そういったイメージのものの会ができれば非常にいいのかなということで、ちょっと考えております。

　はい、わかりました。

　いいですか。

　はい、どうぞ。

　秋葉です。

　今、小梛さんのお話の続きなのですけど、地域審議会としては、新しくつくろうとしている検討会議とのかかわりというのは、どういうふうに考えていらっしゃいますか。

　地域審議会というのは、それぞれきちんと役割がありますので、当然地域審議会としては、この跡地利用も当然引き続き検討をしていくのだろうと思います。そういう中で、先ほど言いました、どういう会ができるのかちょっとわかりませんけど、その中で地域審議会の委員さんの中からも、例えば何人か出ていただけるのかなとか、そういったことでやはり考えていかないと、その会にすべてお任せというのではなくて、やはり地域審議会は地域審議会でも、きちっとこれからもやっぱり引き続き検討していっていただければ非常にありがたいかなと。そういう中で、先ほど言いましたように地域審議会の委員さんも、今度はその会に地域審議会の委員さんとしてそのメンバーとして入っていただいて、また検討をしていくと。そういうキャッチボールの中でいろんなものができればいいのかなというふうには考えています。

　周東さん。

　この間、話ししたときに、議員さんが２人でもめていましたよね。２人の方もめていましたよね。前回。あれは話してやってきたのか。大もとが　　　　それではしようがないのですが。

　とりあえず出張所、そこは壊すことになったのです。その間、一応松尾ＩＴ保健福祉センターのほうへ移って仕事をすると。こっちにでき上がった段階でどうするかというのは、まだはっきり決まっていません。それはもう議員さんがこの間来たときそういう話になっていた。

　はい、わかりました。

　それでは、工程につきましては、私のほうで、この検討会の委員さんの選考方法と人数などは、執行部のほうでどのようにお考えでしょうか。

　まだ具体的にどういう方面ということで、私どもも素案を今持っている訳ではございませんので、これについては地域審議会でいえば会長さん、副会長さん等にご相談しながら考え、ご相談をさせていただきたいかなと思っています。そういう中で、例えばこの地元の商工会のメンバーの方々とか、商店街の方々、または例えばＰＴＡとか、そういったところを入れたほうがいいのかとか、例えば農協さんなどですとか、いろんな考え方があろうかと思いますので、それはちょっとご相談をさせていただければと思っております。もしそういう中で、それについてこういう方面のというのがあれば、逆にお知恵をお借りさせていただければと思いますが。

　わかりました。

　そうすると、その選定とか人数については、この地域審議会にかかわらなくて、それは独自で市のほうで選定して、これと違う別組織で一応そういうものは検討していくということの考え方でよろしいですか。

　ということで、それは地域審議会のほうでそういう方向でいいですよということであれば、そういう形でちょっと進めさせていただければというふうに考えています。

　では、１のこの庁舎の問題について、細かい問題に入ると、どこまで検討しようかという話になってしまいますので、今日はとりあえず、この設計、あるいは進行についての一応工程表を示していただいて説明を終わりたいと思いますけども、いかがでしょうか。

（「はい」の声あり）

　では、これで一応、皆さん、この工程で進んでもらいたいということですから、工程表につきましてはこれでいいとして、ただこの実施設計に入るときに、いろいろ意見が出ているので、この中にも住民のいろんな意見が出ていますので、こういうものを審議会として聞く機会を持っていただきたいというふうに考えますので、よろしくお願いしたいと思います。

　それでは、１の庁舎跡地の問題についてはとりあえず終わりにいたしまして、次の振興基金活用についてのご説明をお願い申し上げます。

　企画政策課の今関でございます。

　よろしくお願いいたします。

　それでは、私のほうから地域審議会、地域振興基金運用益活用事業の提案についてということで、ご説明させていただきます。

　資料のほうは、お手元の、表紙が各地区地域審議会からの意見・提案についてというのが表紙になっておりますけども、こちらの資料のほうをご確認いただければと思います。

　まず、地域振興基金につきましては、第２期の委員さんにその振興基金の運用益を活用する事業について、どのようなものに活用したらよろしいかというようなことでご意見を伺った訳でございますけども、そのご提案について、各地区では様々なご意見が出た訳でございますけども、最終的に全体的なバランスを整えまして、この表紙１ページにあります、こちらが各地区それぞれ意見としてまとめていただいたものなのですが、松尾地区につきましては、今読み上げさせていただきますけども、平成20年度第２回、第３回において審議した結果、松尾地区は地域資源の発掘ならびに周知活動等を中心とした提案であった。その内容は次のとおりである。イベント等を利用し、地域ブランドとなり得る産品を含めた展開を検討するための費用として活用したい。なおイベントだけにとらわれないよう、地域活性化の中心となる要素を掘り起こすための取り組みに対する活用を主としたい、という形でご意見をいただいた訳でございます。

　このご意見に基づきまして、すべて反映されているという状況ではないかとは思いますけども、昨年の９月、皆様に計画のほうをお示しさせていただきまして、23年度、24年度に実施いたします事業について、計画を皆様にご確認いただいて、ご承認をいただいた訳でございます。

　その後、先だって２月でございますけども、成東地区のほうで地域審議会のほうがございまして、成東地区はこの資料１ページ目の一番下のところに成東地区の意見がございますけども、第２期の段階でのとりまとめとしましては、活用については慎重に行うべきであって、当面は活用を留保すると。しかるべき時期となり次第、事業提案を行いたいという形でまとまっていたのですが、その後、事業提案という形で、先般２月に開催されました成東地区地域審議会で、資料は３ページのほうになりますけども、地区の意見としてこのような形でまとめられた訳でございます。

　こちらについては、内容のほうは後ほどご覧いただければと思いますけども、この地域振興基金につきましては、既にご承認いただきましたのが23年度、24年度ということで、この事業については、お手元の５ページ、６ページにございますけども、こちらの計画で進めさせていただく訳でございますが、今年につきましては、やはり同じく９月ごろにまた皆様に計画のほうをお示しさせていただきまして、今お手元のこの５ページ、６ページとはまた別の、24年度、25年度に行います、この地域振興基金を活用した事業を別途提案させていただく予定になっております。

　こちらのほうにつきましては、例えばその事業、市のほうからその計画を立てる中で、それに対してこういうものに活用してほしい、こういう事業に使ってほしいというご提案がもしあるとすれば、現状では今松尾地区のほうからご提案をいただいておりますのは、この１ページ目のほうの意見ということでいただいておる訳でございますけども、もし何か内容を変更して新たにこういうものを取り込んでいただきたいですとか、そういう意見を入れるとすれば、今回の審議会でご意見をまとめていただくという形でないと、事業スケジュール的に今後、５月ごろにはうちのほうから各課に事業提案というのを、募集をかけるような形になる訳ですけども、スケジュール的には今回の審議会で、もし意見を変更されるということであればですけども、ご提案をいただかないとちょっと間に合わなくなってしまうということで、既にご提案いただいている内容でそのままいきますということであれば特に何もないのですが、今回成東が先月そういう形で新たに意見、新たにといいますか、意見のほうをまとめて提出ということでありましたので、今回もし変更されるということであればということでお諮りしているものでございます。

　ちょっとまとまらない説明ですけども、以上でご説明とさせていただきます。

　ただいま事務局の説明がございましたけども、５ページ、６ページにつきましては、これは前回、前々回ですか、これ、以前の会議で審議したのですけども、一応この６つの事業が適正と認めまして、23年度予算に市のほうでは対応するということで聞いております、23年度、24年度ということで。

　今説明ありました、24年度以降、25年度ですか、25、６になる訳ですか、今度新しく希望を聞くというのは。23年度、24年度はこれで決まっている訳ですよね。

　はい。

　ご意見があればということで、この年度ではなくて、次年度、年度の中の事業ということで、いいのでしょうか。

　実は、この事業は基本的には２年間の継続事業ということが基本になっております。ですので、最初の事業は23、24、これがひとくくりでございます。その後、引き続きやるかどうかは、そこでまた再度審査をするということの決まりになっております。

　そういう中で、今度は来年度の予算、24年度の予算から、今度24、25の事業ということで、それが実は市のほうの予算編成が非常に今早くなっておりまして、５月、６月ごろからスタートをしますので、その辺に地域審議会からの地域振興基金運用益の活用の答申を提案いたしまして、これに合うような事業がないかということで市の各課に働きをかけますので、そういった意味で、早めにもし見直しを必要とするのであれば、見直していただきたいというようなことですので、24、25の予算ということになります。

　はい、どうぞ。

　ロードレース。これ前にやっていませんか、ロードレース。

　蓮沼でやっているのは、郡の大会でしょう。

　市のロードレースやっていますよ。

　市は山武地区でやったのでしょう。

　いや、それは駅伝です。

　たしか松尾町で。

　今のロードレース、蓮沼だよね。蓮沼でやって、松尾はやってないよね。蓮沼のところでやってます。

　今聞いているのは、この一番１ページ目の松尾地区は、前回こういうことを決めましたと、成東は保留してありますと言っていたのだけれども、では、松尾もここ、変えることはありますかと聞いているのだから、細かいロードレースとか、何をやるかということを聞いているのではなくて、こういう問題を入れたほうがいいのではないかという、最初の１ページ目の、こういう書いてある文言に何か増やしたいことがありますかと聞いていると思うのです。それ以外のことは、細かい話は別なのではないかな。今日、今聞いている話だから。今のままでいいのか、もっとほかのことを入れたほうがいいのかということでしょう、これ。

　今地布久委員さんが言ったように、成東はそういう形で見直しをしたということなので、松尾もここに書いてありますけども、松尾でそういう事業に見直しをする必要があるかどうかということなのですよね。

　それは何ですか、今日これで一応松尾はこういうふうにしたいというふうな話にするのですか。

　そうでないと、時期が間に合わないと今言われた訳で、ちょっと厳しい話だな。

　質問があるのですけど。

　はい、どうぞ。

　秋葉ですけど、ちょっと質問があります。

　成東地区審議会の提案のことについては、専ら成東地域でこういうことをやったほうがいいですよという提案なのでしょうか。それとも、全市の中でふさわしい地域でこういうことをやったほうが、やるべきではないでしょうかという意味合いも込めての提案なのでしょうか。それは成東の方はどういうふうにおっしゃっていますか。

　特に全市というような事業とか、これは成東地区に限ってとかという、そういうコメントがない中で、これが上がっています。ですので、これがいいとなれば、全市的にやったほうがいいということであれば、それはいろいろ各地域でも可能であれば、それは実際に例えば市のほうの提案事業の中で、例えば全市、全地区を対象とした事業になるのか、そういうことになろうかと思います。

　特に今回上がった中では、中を見ると、固有名詞が入っている部分は多分成東地区に限ってだと思いますけども、ほかのところは特にはここの地区というふうには限定はされていなかったと思います。

　そういうことを受けて、市としては、それではこういうものは松尾地区で利用したらどうかとか、そういう提案ということも可能性としてはある訳ですね。

　これは手続的にいいますと、これを予算を24年度の予算編成をするときに、市の各課に各地域審議会からこういう答申が出ていますと、これに合ったような事業が計画できますかというような投げかけになります。そういう中で、例えばこの中で１つ何かあれば、それは地域に特定したものになってしまうのか、もしくは全市的にやるものなのか、その辺の事業規模は実際に計画する段階で多分決まってくるのだろうというふうに考えます。

　はい、わかりました。ありがとうございます。

　いいですか。

　はい。

　小梛です。

　これはたまたまこの３番目のサマーカーニバル、これ、実行委員、これは山武市商工観光課のほうと我々商工会ですか、これがやった、結構毎年盛大に、特にこのサマーカーニバルの中でも踊りの部分については、もうそれこそ大分観客が急に増えるような状況で、それでこの花火も大分皆さん考えて、中国製の花火を、花火だけを買って日本の花火師に打ち上げてもらっているから、金額的には３分の１で結構盛大に、我々も役員の一員として毎年行っていますけど、かなり盛大で、この予算は400万になっていますけど、これは２年間で。これ、単年度で200万ですよね。

　これは総事業費400万ですので、１年に400万です。

　１年に400万ですか。

　今まで多分市のほうの一般財源という中でやっていたものに、地域振興基金を、運用益を200万円プラスしてということになりますので、多分事業費として倍になっていたということだと思います。

　やっぱりこういうのは継続で、やっぱりここに出ているほとんどの事業は、山武市全体的な考え方での事業内容ですよね。その地区がどうのこうのではなくてと私は解釈していますけど。

　以上です。

　今ここで見直しの提案、皆さん投げかけられたようですけども、ここでちょっとどうかというふうになった場合に、市のほうの予算要求の関係もあるので、次回のこの会議、要はいつごろ計画しているのか、そこまで、今日はこういうもの、今度は会議見直しをしてご意見をいただきたいという提案だけしておいて、次回の会議でそれをまとめて要望書を出すというような形では遅いのですかね、考え方として。

　スケジュール的には、４月の末、遅くても５月の頭ぐらいには、もし直すのであれば直していただければなというふうに考えています。ですので、委員さんの中でもし変えたほうがいいということであれば、それは早めに地域審議会を会長のほうから招集していただいて、ご議論いただくという運びになろうかと思います。ですので、皆さん委員さんから、今日帰ってこれから、今までどおりでいいよということであれば、あえてそれで運用益を議題に地域審議会を開催するということではないと。

　すみません、古川ですけど。

　はい、どうぞ。

　松尾だけというのは、松尾単独でどうのこうのというのは、そんなの入っていないでしょう。

　前回は要するに４地区……
　そうですよね。この間、成東のあそこでやられた分ですよね。

　はい。

　それで、この６つを23・24の予算でやるということで、今度新しく松尾で要望があれば、こういう事業をというのがあれば、その中に入れていくと、そういう考え方です。

　ですから、むしろせっかく山武市で合併したのですから、やっぱり旧山武町は山武町の特色、松尾にどんなのがあるかわからないですけども、松尾はこういった、蓮沼はこういったところ、それをやっぱりみんなが持ち寄って、では……、これ、単独で考えられては。

　これ、持ち寄ったものですよ。

　そうですよね。

　ええ。

　だから、それをもっとより充実させていただければ、それに。

　これ、だってこの最後の４つ、５つは、これは松尾だとかどことか言っていないよね。ここの最初の文言が変えたいか、変えたくないかと言っているだけの話だから、この一番上の文言でいいではないかと。これはもっといろんなものを付け加え、具体的なものは別な話なのだよね。後から出てくる話で、だから今日この文言でよければよし、どうしてもこれなら足らない、もっと違う文言を入れたければやればいいのではないの。

　これ以外ないものね。

　ここだけの話ですよね。これはすごい大ざっぱな話だから、細かい話ではないのだから、入れたって入れなくたって通用するものは通用すると思う。

　だって、これ以外ないでしょう。地域の運用っていうのであれば地域の活性化に使うしかないでしょう。

　あんまり難しく考えなくて良いでしょう。成東さんは保留してあったから出しただけの話で、これを出したから、これを全部やる訳ではないし、具体的な話ではないよね。

　ちょっと話が雑談みたいになっちゃうけど、でも、成東町は当初こういう形であって、裏側を見ると、かなり細かい問題で見直しをしてある訳ですよね。だから、松尾も２年前につくったやつでいいよという訳にもいかないですよ。やっぱりこれは何か新しいものを入れてもらうとか、文言を少し変えるとかというような話だと。引き継いだ話になっちゃうので、私の考えとすれば、もう少し何か検討して、それによってこの裏のほうの事業が変わってくる可能性というのが出てくるのかなという感じがするのですけど。

　ここの資料ですけど、これはそのときに表を決めるときにいろんな意見が出たのをここに掲げてあるというものでございまして、こちらが本編でございますので、こちらはですから地域がどこだということをうたっているものは特にないのです、ここを見ると。例えば観光、商業の振興も既存観光施設の保護、拡大や地域特性を生かした体験型観光の強化を図る等、観光力の強化に活用されたいということですので、これは山武市全域に当てはまることだと。そういう意味でこれはまとめてありますので、ただそういう過程の中で、では何が基になっているのかというのがこの裏に、こんなことがそのときにありましたと。

　ですので、松尾地区ももしこういうものをもうちょっと文章の中で表現をしたいということであれば入れていただくのですけど、それはどういうものを想定してそういうものを入れていただくか、具体的にもしわかれば、もし事業化する場合もイメージわきやすいのかなということですので、それ以外の文言は、特には文面には地域を特定するものについては特にうたっていないというところです。

　ちょっといいですか。

　これは、ここの決定しているものだけ、この考え方を、変えるか変えないかの問題。

　成東さんも変えてきたから、皆さんどうですかとこの辺聞いていると思うのです。変える部分はあるのですかと。

　これでは予算要求できないではないですか。

　予算要求は、この文言がある中でこっちがまた何がありますかと聞いて、前回はこのロードレースと、こんなのを決めた訳でしょう。この文言に沿ってつくってないでしょう、細かいことは。

　いいですか。

　すみません、秋葉です。

　ちょっと自分の頭の中で整理して考えていたのですけども、具体的な事業については、各地域審議会とか地元の意向を受けて、市役所の各課がプランニングして、それについて地域審議会でもってこれを、このお金を使うことでも許可してもらえますかということを１回やりましたよね。その流れの中のものですよね。ということは、具体的な事業については、市の各課、各部が考えて提案するということですよね。

　そうです。

　その基になる考え方を各地域の審議会で出してくださいと、そういうことでいいのですよね。だから、地域審議会が具体的にこれをやってほしいということを言ってもいいのだけども、大まかな基本的な考え方を松尾地区なら松尾地区地域審議会が考えますよということを言っただけでもいい訳ですよね。そういう、このお金の使い方ですよね。

　では、改めて確認いたしますけども、そこに松尾地区に関する文言が書かれておりますけども、とりあえず松尾地区についてはそれでいいですかという確認ですか。

　はい。

　改めて確認。

　ここに書かれている文言でよろしいかどうかという確認だそうですから、これについてご意見いただきたいと思います。

　では、１ついいですか。

　はい、どうぞ。

　小川ですけども、今、具体的なことかもしれませんけれども、松尾町には伝統、文化、芸能の推奨ということで、末広神社と本柏と折戸地区に神楽がございますね。それももうだんだん後継者がぎりぎりになってきているような状態ですので、やはりそういう伝統文化を消してはいけないということで、そういう、どこに、どの部分に入るか分かりませんけど、多少の市からの助成とか補助金とかを出して、松尾町のときは少しあったらしいのですけど、今、市になってゼロになってしまったという話で、それを神楽をやっている人が言っていましたけども。例えば松尾のこの役所の跡地利用で多目的なのができれば、そういうところで産業祭を兼ねて芸能伝統を披露していただくとか、そんなようなあれを考えていただければありがたいなと思います。私の意見ですけど。

　そういうものだとすれば、その中に文言を加えていくかどうかという問題、何か利用するかということですね。イベント等の中にそういう文化、伝統的なものの活用というような形で文言を加えるかどうかの。

　では、小梛です。

　はい、どうぞ。

　今、小川委員さんの絡みですけど、やっぱりそれは補助金としては出せないけど、その法被とか、何か市民が集まった場でやる場合の事業費としては、50万なら50万はもしあれだったら提供しましょうというのが市のやり方ですよね。市が言った神楽の文化芸能の、そういう保存会が松尾地区にあるのだそうですよ。それの保存会のお金ではなくて、そういう芸能発表をイベントとしてやるのにこの予算を、要するに早く言えば組むということでしょう。そういうことに関するものに対して、市はどうなの。

　基本的には、補助金ではないというのがまず１つ、この地域振興基金はあります。あくまで事業をやることによって地域が活性化するとか、コミュニティが育成されるとか、そこに主眼をおいていますので、補助金でないというのは、要は既得権でずっとこれが必ずしも補助金的な要素でずっといくということではないので、とりあえず２年という形で区切りをさせていただいています。それが補助金とは違う点ということです。

　だから、言っているのは発表会ではないけど、そういう伝統文化を発表する、例えば小川委員が言うのは、産業祭だとか何か秋の芸術の何かのときに、例えばそういうところで発表会をやるのに１つの予算をもらいたいということでしょう。

　それもあるけど、やはり例えばああいう伝統文化的なものは協議委員会とか、そっちからそういう補助金とか、これに限らずですけど。

　補助金ではしようがないのだよね。それを事業として何かやるからくださいよという部分ではないとだめだということなのだよね。

　はい、齊藤委員さん。

　齊藤です。

　今、小川委員さんの話では、実は後継者がいないという話ですよね。

　そう、そう。後継者がだんだんいなくなると。

　もうそれはよくわかっているのですけど、その後継者の部分に対する、育成の部分に対するものの補助はあるかという、そういう話ではないのですか。神楽というのは、地域の何か祭事に対してのイベントですよね。だから、それを今の発表のような形でやるかどうかということは、全然違ったことになっていくと思うのですよ。今のお話でいうと、後継者の部分に対してということでおっしゃったのですか。

　その継承をしていくためには、多少金がかかるから、そういうのももらえるところがあるのかどうか、それも聞きたいし、その事業化していくにはどうしたらいいかというのもありますよね。そういう産業祭みたいなのに出てきてもらって、それを発表していただくと。そういうのをやっていれば、やはりだんだん後継者もできてくるのではないの。

　実際上はね。

　そういう発表する場はお祭りのときしかないですからね。

　消したらもったいないかなというのが。

　だから、それはあくまでもこのやつはイベントとしてやる事業に対する部分になっちゃうからね。それは違った、その……

　だから、松尾町でも、この地域の芸能文化を楽しむ大イベントというのを実行委員会をつくって組織すればいいのではないですか。そこに1,000万でも2,000万でも予算をつけてもらうと。その中で道具を買ったり、後継者育成を考えて、それを毎年イベント化していくと。

　事業化すればね。

　多分松尾の伝統も成東も、それもやっぱり一つの地域の振興だと思うのですよ。それでもやらないと、出る場所がない、やる場所がないということで、どんどん廃れていきますよね。

　小川です。

　ちょっと質問あるのですけど、山武市に芸文協ってありますよね、協会が。ああいうのの事業費とか、そういうのは市からは一銭も出ていないのですか、あれは。教育委員会関係。

　金額はちょっと定かではないのですが、芸文協に対しても、多分補助金的なものは出ていると……。

　これ、旧松尾の時代はそういうのがあったのですよ。実はそういう神楽だとか何とかで、今言ったようになくなってしまうから、教育委員会予算でそういうふうにとって。これは一つの事業ですから、補助金と別の問題という考え方で、継続事業で２年間でやっていくときに出すとか、それは小川さんの意見はまた別の意見で考えてもらうということでよろしいですか。

　はい。

　そういうものを、まず小梛さんがおっしゃったように、何か大きなイベントがあると、そういうものをそこでやってもらうという、そういうことであれば１つの事業の中に入れられるけど、単独のものについてはちょっと難しいのではないかという考え方をするのですけど。

　会長。

　はい、どうぞ。

　この問題、みんなの意見がもしあれば、後日会長のところに言ってもらって、それが入るものがあるのだったら、会議を開くのがいいのではないでしょうか。

　そうですね。

　今ここでじっと考えてても、ないと思うので。これはみんなでやったほうがいいと思った意見が出てきたときに開いてもらうような。

　では、そういうことで、今、地布久委員さんのほうから話がありましたけども、これ、文面を見ると非常に幅広い文面になっているので、何が入るかどうかというような、取り込めれば取り込めるような感じがするし、だめだというようなのもあるし、今日議題にした訳ですから、ちょっとここで意見をもらうのも難しいということであれば、ここでいろんな意見がこっちでも出てるし、いろんな自由意見が出ていますので、こういうものを熟読して、大変恐縮ですけども、こういうふうにしたいよということであれば、ちょっと私のほうへ電話いただいて聞くと。そういう意見があれば私のほうでまとめて執行部のほうへ申し出たいという形でよろしいですか。

（「はい」「お願いします」の声あり）

　では、申し訳ないのですけども、ご意見がございましたら、３月一杯に私のところへ電話で結構でございますので、文書もいただければなおいいのですけど、そういうふうにお願いをいたしまして、この２番目については終わりたいと思いますけども、よろしいですか。いいですか。

（「はい」の声あり）

　その他で何かご意見ございますでしょうか。

　事務局のほうから特にございません。

　総務部長さんに１つお伺いしたいのです。

　はい。

　その他ということになるかどうかわかりませんけども、さっき人口減少、人口が非常に減ってきているというふうなお話をいただいているのですよね。

　市の基本構想では、要するに人口は多分横ばいか微増ぐらいの形で基本構想には載っていたような気がするのですけど、そういたしますと、基本構想そのものの作成については、人口がベースになるものが非常に多いと思うのですけど、これが減ってくるような話になった場合、そういう市の何か財政だとか、そういう基本構想だとか、そういうものに影響してくるのかどうかという考え方をたまたま聞いたものですから、人口フレーム。

　そうですね、市の将来計画を考えるのに一番基本の１つは人口フレーム、人口が将来どういうふうな状況になるかというのを推計して、それに合わせた、いろいろ財政フレームなんかも、財政の推計もつくったりして諸事業を計画していきます。

　現在の基本構想では、24年度に５万6,000というふうに想定してあるのです。おそらく増えないだろうということで、そういう人口の見通しを既に立ててございます。それよりは１年ちょっと前に、今５万6,000台ですから、いっているのかなという感じは見えます。

　ですので、以前は右肩上がりとよく言いましたように、人口が増えるような計画をよくつくってあったのですけども、現実、そのときにビジョンと言いますかバラ色よりも現実をきちんと見てということで、人口想定そのものが今、その範囲の中に収まっているといえば収まっているかもしれません。若干それよりもちょっと気持ち早いかなという感じは受けております。

　そういう中では、全体のバランスというのはとれているかなと思いますけども、合併して６年目に入りますので、この一番の問題というのは、いかに今度、ここが難しいのですけど、効率性などを求めながら集約していくかということになるのですけども、そうなってくると、施設の数を減らしたりとかというのがよく出てきてしまうのですけども、そういう行政改革というものをどういうふうにしてやっていくかというのが、今後それと併せた地域の活性化対策をどういうふうにして進めるかというのが、今後５年間の大きな課題だというふうには思っています。

　はい、ありがとうございました。

　ちょっといいですか。

　はい。

　やっぱり市役所の方にお伺いしたいのですけども、成田空港の交付金の、前回もちょっと質問させてもらったのですけども、その交付金の運用なのですが。

　ちなみに、山武市で国民健康保険と厚生年金、その割合ってどのぐらいですか。

　と申しますのは、私あることがありまして、松尾地区と蓮沼地区を個別訪問させてもらった経過あるのですよ。大体５割ちょっとぐらいなのですけども、そのときにかなり、多分その家庭は主にほとんどが昔からの地元の在住の方で、若い方がいない。というのは、洗濯物や何かで判断したのですけど。そうすると、健康保険税が、近隣の市町村もそうなのですけども、かなりアップしていますよね。その中で生活費が、高齢のご夫婦で年金で家事を、生計を賄っている家庭で、そういう中で生活に必要な、電気代とかそういったのは、まして買い物や何かもある程度軽でも車がなくては行けないものですから、そうなってくると、それは匝瑳市なのですけども、健康保険税の要は未収というか、払えない人もいると思うのですよ。そういう家庭がもう２割を超えていると。そういう中で、私24年生まれで団塊の世代に属するのですけども、私のところもそうなのですけども、若いのと同居していないのですよ。家族と、女房とそういう中で生活して、なおさら健康保険税で生計が、収入は減ってくるし、そういった介護だとか、そういうものが増えていく。収入は減ってくるし、そうするとどうしてもそういった公共料金だとか、それはすぐ電気や何かは今２カ月未納だと止められてしまいますから、そういうのは払わなければしようがないと。そうすると、そういったやつは後回しになって、段々増えていくのではないかと。そうすると、あれが何か５年間は市のほうで立て替えなのですか、未収のやつは。

　その問題は、ちょっと私も聞いているのですけど、それは交付金と税の問題ですから、空港対策課がそれでいいというかどうかわからない、その辺の関係もあるし、ちょっと事務局のほうで空港対策室のほうと相談して、古川委員さんのほうに回答して。

　そういうのも、割と議員さんには、ちょっとこういう時期ですからあれなのですけども……

　交付金でそれに充てているということですか。

　交付金を一部そういったのにね……

　充てられないかという話ですか。

　負担。住民に負担。市民に負担。

　具体的に負担金の一部を交付金でカバーできないかということですか。

　ええ、そう。

　県のほう行きましたら、それはもう地元の自治体でそれは可能ですよと、この間伺っているのですよ。ただ今言った、厚生年金だとか……。

　ちょっと私、詳しくはお話しできないですけども、確かに国民健康保険、保険税、これは各自治体で特別会計の中でやるようになっているのです。この制度、国の制度としてやっています。

　おっしゃるように国保会計を賄えるかというと、非常に厳しくなってきています。そうすると、自治体によっては滞納者も出てきますので、足りなくなってしまうと一般会計から繰り入れてやっているところもあるのですけども、基本的にはそれはやらないということになっているのです。でないと、どんどんそっちへいってきてしまいますと、すごくしわよせが来ちゃって、全体がもう動かなくなってしまうのです。ちゃんと払っている人は払っているのだけども、払っていない人はほかの税金から回すということになりますと、制度自体が壊れてしまうということで、一般的にはそれはやらないというような方向になっているのです。

　そういう意味からして、今確かに現実はその空港の交付金をそこに活用できないかというアイデアというか、意見はあるかもしれませんが、今のところはそこまでちょっとまだ検討されてないと。

　だから、それを検討してほしいと。

　はい、そうですよね。おっしゃるのはわかりますがなかなか難しいのです。

　この間も公団の方がおっしゃいましたけど、騒音はさることながら、そういった健康被害だとかも。そういうのも理屈になるから。

　わかりました。

　空港関係の１つの活用として、騒音とか地域共生をやっていますから、そういう中の生活被害もしくは、生活被害は当然でしょうけども、地域の共生策として、健康対策に交付金を活用できる事業を工夫できないかという提案。

　ええ。

　それはそれで検討できる余地があると。

　特に松尾地区はそれ、大きい。

　なるほど。

　あともう１つは、今話している中で、先ほどの国調人口の中で、ちょっとまたこれも寂しい話になっちゃいますけども、人口が3,000人減りますと、国調の人口を基に地方交付税というのが算定されます。それが3,000人減りますと、年間で２億5,000万ぐらい、計算すると減るという予測がされています。そうすると、年間で２億5,000万、非常に大きくて、10年度で当然25億になってしまいます。そういう意味からしても、人口というのは非常に自治体をやっていく上で、いろんな面では大きな、注目すべき点だというふうに思います。

　ちょっと質問。

　はい。

　どういう人がみんなよそへ行ってしまうのですか。そして、世帯数は増えているのですよね。

　まだ詳しい分析はしてないのですが、実は何で低いかと申しますと、生まれる子供が少ないのですが、死亡者が多いということです。単純にそこだけです。で、人口の占める割合が徐々に、少しずつ65歳以上が増えていると。当然医療の発達とか長寿命化しておりますので。ただ出生率よりも死亡率のほうが高いと。

その他で質問がまだ残っているかもしれませんけども、時間が参りましたので、ここで５分間休憩させていただきます。

　４番のその他で市のほうからご報告事項があるそうですから、そこで対応したいと思いますので、よろしくお願いします。

（休　　憩）

　それでは、再開をいたします。

　４番目のその他でございますけども、この件について市のほうからご説明いただきたいと。よろしくお願いいたします。

　本日はご苦労さまです。

　保健福祉部のほうからご報告と説明をさせていただきます。貴重な時間をいただきまして、ありがとうございます。

　報告内容は、昨年１１月に豊岡保育所の方向についてということで説明させていただいたのですが、その後、協議を重ねてきて、市のほうとしては通年どおり保育所を運営する方向で、予算化も現在準備していたところですが、お手元に示したとおり、新たな新規申込みはございませんでした。それから、在園する予定でしたこどもたちが転園をするということになりまして、４月以降については当面休止を、その運営を休止せざるを得ない状況になりましたことをまず報告させていただきたいと思います。

　よろしくお願いします。

　それは前回もそういう状況を報告いただいたのですけども、今回報告ということで、要するに豊岡保育所の運営については、23年度からですよね、４月から休みますよと、次年度は行いませんよという報告ですよね。

　このゼロになった理由なのですけども、みんな転園届を出したというのは、転園届を出してくださいということで、個人から転園しますと言って出した訳ではないのでしょう。

　ちょっと私のほうから、子育て支援課長の石橋でございます。

　私のほうから、今の地布久委員さんの件について説明をしますと、私のほうは今部長が言ったように、来年の４月からやるというつもりで保護者の方には通知を出したのです。ところが、この数字が23人、23人のうち８人はもう学校へ上がると。15人残るのですが、その15人のうち３人はもう早く動いてしまったと。実際は13人が今回卒園の対象で、ところが、その中にお産で帰っていった人とか、結論的には10人しかいなかったのです、４月からやる。10人の方について、こういうふうにやりたいという説明を最後２月28日に通知を出した後に行ったのです。その時点でやるつもりですから、私のほうは。そしたら、条件が１つは延長ができないと。保育所ですので、８時から４時までなのです。その以降の例えば６時まで預かってもらいたいとか、その対応はできないというお話をしたのです。中にそういう保護者さんも都合の悪い方がいたという中で、その席でもう保護者のほうから、動きたいのだという要請が保護者のほうから出たと。私のほうは、では、その対応ですね、松尾で受けられるかという話の中でまつおこども園なら受けられるという話をしたのを、もうその時点で半分、５人ぐらいは動きたいと。その残った方が、最後２人残ったそうです。最後まで残りたいという話だったのですが、実は３月２日、先週です、２日の時点で全員が転園届を私のほうに出してきたと。全員がその時点で、ここにあるようにゼロになってしまったという経過がございます。

　ですので、今、地布久委員さんがおっしゃるように、私のほうから決して強制もしませんし、そういう状況になってしまったと。11月、ご説明したのは、総体的にこんなふうな状況ですよと、ここで松尾と大平と豊岡の状況をご説明したと。豊岡については、こんな状況でやるつもりでいたのだということをご理解お願いしたいと。よろしくお願いします。

　これは先々人が増えた場合はまた開園するのですか。

　一応、私のほうとすれば、国の基準が大体最低20人というのがございます。まとまってこのくらいいるという状況が見えれば、検討したいというふうには考えています。

　１回なくなったものができるとは思えないけどね。

　これ、跡地なんかというのは、管理というのはどのようにあれですか。

　その辺が正直私のほうも、私も子育て支援課のほうで部長とも相談したのですけど、当面は休止です。ですので、管理も私のほうのままです。施設も。ですので、そのまま、まだこれを何にしようということは、上のほうともまだ話し合いしていません。いずれこれが状態が続くようになりますと、最終的には廃園、これは条例上から抜くというときが来るかもしれません。そしたら、その後、その跡地をどうするかという議論になってくると思います。

　私の意見としては、致し方のないことだと思うのですけども、豊岡の住人としては、こういうふうな状態になってくる、それとこの保育園が強いて言えば、保育園に今例えば松尾にみんな行きますよね。そうすると、今度また小学校に上がるときに、この子たちは松尾の人たちと一緒に行っているから、小学校も松尾に行きたい、そういうふうになってしまう可能性もある。それだと豊岡としては小学校も廃校になる可能性もあると。そういう状態にどんどんなってくれば、それでなくても今ＴＰＰだの、何だので、人口が減っているのも、なぜ減るかという大の問題は、自分らのこどもを松尾に帰ってきて、何かに就職させるとか、家を継げとか、言える時代ではなくなってしまった訳ですよね。そしたら、もうどんどんこの地域、松尾地域にかかわらず、山武市全体も同じだと思うのですけど、こどもが帰ってきて、ここで暮らすことができなくなるような状況にどんどん追い込まれる。

学校１つとっても、何だ、豊岡にあったのに松尾まで行かなくちゃしようがないのかと、そういう時代が来てしまうと。それがすごい危惧をする。どんどんこれは少子化寄りの、少子化ではないのだよね。こどもはうちを継がない、継げない、家に帰ってこられないから少子化になってしまう。本当はこどもはいるのですけども、どこの家を見たって、こどもが帰ってきて、ここから通って勤めている人はどんどん減っています。せいぜい市役所だとか県庁に行っている人らはいいかもしれないけど、普通の会社、この辺ではとてもではないが、勤めても家を継げないと。そんな時代にしてしまうこと自体が、この今行政にかかわっている人らがもっと考えて、こういう、これだって早く言えば行政側のほうから、人数がこんなに少なくなったから閉園にしますよということを言ったからこうなってしまう。言わなければ、多分この人、こどもたちだって、そのまま豊岡保育園にいたかもしれない。

そういうことをかんがみて行政はやってくれなければ、どんどん、豊岡だけの問題ではないと思います。どんどん、どこの地域もこういうことが起きてくるということを考えてやってもらわないと、何か山武市全体ももっともっと減ってくるというような気がいたしますので、その辺を踏まえて行政、頑張っていただきたいなと思います。

　今の地布久委員さんのおっしゃるとおりなところも大分あると思います。ただ、私のほうは、学校とつなげてもらいたくないのですけども、小学校と保育所はまず、保育所は自由なのです。これは成東の保育所に行ってもいいのです。保護者の方が成東へ行ってもいいし、山武に行ってもいいのです、まず保育所は。ただ学校は学区がありますね、学区が。これは教育委員会のことですので、私も余り言えませんけど、豊岡の方が松尾に行きたいと言えば、これはやっぱりそれなりの申請が必要になりますよね。だから、一概に保育所が行ったからって、小学校がうんぬんは考えにくい。これは１つ別問題だというふうに。

　ただ地布久委員さんのおっしゃるとおり、地域性の問題でこどもたちが少なくなっていく中で、もう１個違う大きな問題があるのではないかなという気がします。

　私のほうは現実事務を担当していまして、こういう状況になってしまったという中で、今こういう方法でというのを部長から話したところですので、この辺はご理解をお願いしたいということで、今日は報告に来たというふうな形になってしまいます。よろしくお願いします。

　ちょっと。

　はい、どうぞ。

　あと10年もたたないうちに中学校に入るのは、大平と松尾と、それから　　　豊岡入れても、今の３クラスしかないのですよね、松尾の中学校は。70人。あと10年もたたないうちに、その70人が近く卒業します。急ぐことはないや。だけれども、やはり各地で、みんな一緒に小中一貫教育というのをみんな動いている。やはりその辺をいつまでもあれするためには、大平とか豊岡、廃校とか何かになるとか。だから、みんな松尾の人間は必死になるのだというような大義名分でやっていかないといけないような時代がもう来るのではないかと思います。

　今の学校の問題は、今日は周東さん、保育園のことですけど、そういうご意見で、今言ったように保育園の人数が少なければ、自動的に小学校だとか、そういう人数が少なくなってくるというのも、これは自然現象だから、それは将来的にどういうふうに考えるかという問題は、またそれはかけるのでしょうけども、とりあえず今日は豊岡の保育所の、こういう事情で一応休みますよという報告をいただいてということにさせていただきますので、公共施設だとか、そういうものがなくなるということは非常に寂しいことなんですけども、これもやむを得ないというふうに考えて市のほうもそういう措置を執ったと思いますので、そういうことでひとつご理解をいただきたいというふうに思いますので、よろしいですか。

（「はい」の声あり）

　ということで、では、ありがとうございました。

　今度は幼稚園の、幼稚園は教育委員会の管轄ですか。保育園はあくまでもそちらの。

　うちのほうは、実際所管しているのは、こども園と言われている、まつおこども園。幼稚園と保育所を合体させたような施設ですけど、こちらは保健福祉部のほうで管理しています。

　教育委員会のほうの多分、今、市の職員の方ですから、また異動なんかでいろいろ交流があると思うのですけども、私、せがれが前、北区の都内にいたのですけど、サーフィンやるためにこどもが小学校に上がるのに一宮に引っ越してしまったのですよ。一宮は東浪見小がいい例で、議員さんのほうも私、いろんな話をよく知っているので、廃校するのだったら、母親が来たおかげで、体育館は耐震のやつ、全く今のやつと逆だ。保育園は一宮のそれに行っているのですけども、だからやっぱり小学校のほうと、表向きは違うのですけども、やっぱり連携とってもらって、やっぱり今、地布久さん言ったように、松尾小学校よりまたやっぱり豊岡小学校のほうが魅力あるというのを私なんかも努力しますから、いろんな面で、そういったのも、雑談でいいですから。

　ちょっといいですか。

　はい。

　今ご指摘の点につきましては、企画のほうで総合的に考えている部分の一部なのですが、うちのほうとして、保健福祉部としましても、すべて小学校区単位の地域福祉とか地域関連というのを重要視させていただいて、まちづくりを推進しているという方向にありますので、決して火を消すということではありませんので、この辺努力いたしますので、ご理解願いたいと思います。

　はい、ありがとうございました。

　長時間になりますけど、もう１点、ちょっとバスの件がございますので、ご説明いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　企画政策課で公共交通を担当している伊藤と申します。よろしくお願いします。

　報告といたしまして、お手元の配布させていただいた第１期実証実験運行の利用状況等についてということでご説明をさせていただきたいと思います。

　これまで地域審議会の皆様にもご意見をいただきながら、山武市の地域公共交通に関する計画を策定してまいりました。

　昨年の10月から基幹バスと乗り合いタクシーの運行を開始いたしまして、その利用状況についてのご報告となります。

　すみません、着席してご説明させていただきます。

　資料の詳しい数字については、後ほどご覧をいただきたいと思いますので、全体でポイントとなる部分だけご説明をさせていただきたいと思います。

　基幹バス、乗り合いタクシーともに10月から運行を開始いたしまして、１月までの集計が出ております。基幹バスでいきますと、１日当たりが42.9人の利用者だったものが１月で54.2人と、乗り合いタクシーでいきますと、10月が１日当たり39.8人の利用者であったものが１月で61.9人ということで、どちらも利用者としては増加傾向にあるといった状況となっております。

　またご利用いただいている方というのは、やはり高齢者、60代、70代の方を中心とした方が大変大半を占めているといった状況が見えてまいりました。

　資料の中には、その具体的な数字ですとか、また乗り継ぎの状況といったものが載ってございますが、本日ご説明をさせていただきたいのが５ページ目からになりまして、今後の対応方針という部分をご説明させていただきたいと思います。

　これまで運行してきた利用状況、また市民の方ですとか、利用者の方へのアンケート調査というものを実施してまいりまして、現時点までで把握できている課題、問題点等を踏まえて改善をしていこうということでまとめたものとなっております。

　まず基幹バスにつきましては、停留所を増設しようということで、現在準備を進めております。具体的には、来月４月１日から停留所を大幅に増設するといった形で、ただし現在の運行便数、また運行の時間帯については、変更しない範囲の中で停留所を増設しようということで進めております。またお試しの乗車期間、これは無料ですとか、半額といったような優待期間を設けたりですとかというものも、基幹バスについては検討しているところでございます。

　乗り合いタクシーにつきましては、平日に比べて土日、祝日の利用者が約半分といった状況が見えてまいりました。ですので、現在は平日の土日、祝日も１日６台と同じ台数で運行しているのですが、４月以降は運行経費を削減する意味でも、土日、祝日については２台減便をして、１日４台で運行しようということで計画をしております。この４台で運行した場合にも、今利用者の方に提供できている交通サービスのレベルは下がらないだろうといった見込みの中で、土日、祝日のお休みに限って台数を減らしましょうというような形で考えてございます。また、蓮沼、松尾地域で１つの運行エリア、成東地域で１つの運行エリアと、それぞれエリアを分けておりますが、このエリア間での利用者の増減に合わせて、それぞれの地域の中を走る台数も柔軟に配置換えをしていって対応していこうというふうに考えてございます。

　今ご説明させていただいたのが、できるだけ早期に対応していくといったものとなりまして、６ページ目、７ページ目に記載しているものが、今後の対応状況というもので、基幹バスにつきましは、現在の運行ルートの、例えば変更ですとか、延伸といったものも視野に含めた上で、今後検討を進めていきましょうということで、協議会のほうでは方向性が出されております。また運行便数につきましても、利用状況などで多い便、少ない便というのがございますので、できるだけ効率的なものへということを考えてございます。

　また、障害者の方につきましては、現在手帳を提示することで無料というような運賃体系になっておりますが、こちらにつきましても、現在も市で実施している福祉交通との兼ね合いですとか、また関係機関の方との協議を重ねていって、運賃体系も本格運行へ向けて検討を進めていきたいというふうに考えております。

　また回数券や定期券の導入、基幹バスの愛称の募集、基幹バスの停留所なんかを掃除していただけるようなボランティアさんの募集といったようなことも、今後実施していけたらということで、報告として上げてございます。

　続いて、乗り合いタクシーにつきましては、大きなポイントとしては、現在巡回バスが運行しております山武地区におきましても、巡回バスを運休という形をとりまして、乗り合いタクシーを今年の10月から導入をして実験を開始しようということで、現在予定してございます。ですので、今年の10月以降は、山武市内どの地域でも同じ交通体系、交通サービスというものを提供しながら実験を重ねていこうということで、準備を進めてございます。

　また予約の受付時間ですとか、運行日、運行時間帯、障害者の方への運賃といったものも、できるだけ効率的なものとなるように、今後利用状況、アンケート調査の結果を踏まえて検討していきたいというふうに考えてございます。

　そのほかにも基幹バスと同様に、回数券、愛称の募集、予約のオペレーター、予約受付をするオペレーターの人数の検討というものを引き続き進めていきながら、基幹バス、乗り合いタクシー、どちらについても、できるだけ収支率を上げながら運行にかかる経費を低減していこうということで、これから詳しくさらに検討を進めていきたいというふうに考えてございます。

　また先ほどご説明させていただきました、山武地域への乗り合いタクシーの導入ということにつきましては、現在、実証実験運行期間中であるといったこともございますので、巡回バスの廃止ではなく、運休という形をとりまして、ほかの地域と同様に乗り合いタクシーを入れてみようということで進めておりますが、この背景といたしましては、乗り合いタクシーをご利用いただいている方へアンケート調査を実施した結果、乗り合いタクシーに対するドアツードアとかという特性を評価されておりまして、78.4％の方が乗り合いタクシーを導入したほうがよいのではないかといったご意見をいただいているといったような、そういった調査なんかも踏まえまして、この10月からは実験を進めていこうというふうに考えてございます。

　今お話しさせていただいたのは、資料の８ページ目、９ページ目に記載してございますので、後ほどご覧いただきたいと思います。

　最後、Ａ４、１枚のページ、カラーなのですが、ご覧いただきたいのですけども、これはこの４月１日から実際に運行を予定している基幹バスの停留所が載っている図面となっております。全部で45カ所の停留所を来月からは新しく設置をするということで、この松尾地区につきましては、田越、大堤、五反田、本柏上、木刀、あと広根といった停留所が新たに追加をされるということで、この停留所の位置につきましては、これまで市役所に実際利用者の方から寄せられている要望ですとか、またアンケート調査で設置の要望が高かった場所、それとあと警察との協議によりまして、交通量ですとか、道路のカーブ、横断歩道、信号の有無といった安全面を考慮した上で、できるだけ設置をしたいということで、今ご説明した停留所を設置していこうというふうに考えております。

その裏側には時刻表が載っておりますが、これはこれまで運行しているダイヤ、そのままの中に新しく追加される停留所がそれぞれ停車をするといったイメージになっておりますので、こちらも後ほどご確認をいただけたらというふうに思います。

　大変簡単な説明で恐縮ですが、報告としては以上になります。

　今、はっきり極端なこと言うと、どこから乗っていいかわからないのです。それは一生懸命こういうふうにしてみんなに配っても。僕自身だってわからないからね。どこから乗っていいのだか。手を挙げれば乗れるのですか。停留所が今ないのです。

　検討課題の中に豊岡地区というのを。というのは、違うのですよ。前から地布久委員さんが議員をやっていたときから、昔からそうなのですけど、豊岡小学校へ通学するのに、山室からあの道路、私は散歩するのですけど、怖くて、道路幅は狭くて怖くて、こどもなんか、多分山室辺りから来るの、結構通勤が飛ばしてくるのですよ。あれ、多分学校へ来るまでに結構ストレスで、神経すり減るだろう。そういうのを豊岡地区で。その時間帯走っているだけでも、そういったのを利用できるのではないかな。

　私も道路で掛け合ったのですけども、あれが県道なのですけど、主流がもうはにわ道に来ちゃっているから、県のほうは全く予算的にもだめなのですよ。市のほうで土木課に言ったのですけれども、用地だとか、そんなので、下大蔵の、今、豊岡の八角さんがやっていたよね。あそこは用地確保してありますけど、学校から上がないのですよ。

　よろしいでしょうか。

　はい、どうぞ。

　今、周東さんがお尋ねになりたかったことは、私が思うに、前からおっしゃっていたのだけど、田越、こう線引く旧道がありますよね。あそこを通るような形での路線変更を含めてのことなのかと、それから５ページの停留所の増説というところに括弧書きで、自由乗降区間の設定を含めというのがありますよね。そのことを田越、大堤地区に当てはめられるのかということをお尋ねになりたかったと思うのですよ。

　今回見直しで私ども実際そこも見ました。ただ、あそこ、道が狭い上に個人の車を相当置いている方が多いのです、両サイドに。あれでは多分安全性の確保とかを考えると、ちょっと難しい現状です、今現在は。

　私ども１回見ました。それは行って確認をしました。

　全部ふたをしましたからね、側溝を。

　でもやっぱりかなり狭いのですよね。

　だって走っているといっても、しょせん小さいではないですか。

　いえ、走っている車は、今33人乗りのバスになっておりまして。
　そこで見て、結構いろんなところで車を置いている方が多くて……。

　大体、国道、バス停にしたって、渡るのに大変でしょう。歩道橋があるところがバス停ならいいけど。

　基本的には、私ども、利用目的を明確化にするというのですか、いわゆるデマンドというのが松尾も走っております。これは委員さんの家にもきちっとお迎えに行って、それはきちっと行きたいところには行けるというような仕組みをつくっております。基幹バスは、基本的には合併前の主要施設、公共施設等、できるだけ短時間で行けるというような、いわゆる市の動脈に当たる部分を想定して今現在走らせている訳ですので、もしバスということで不便であれば、当然高齢者になりますと、なかなか歩くのも大変だと思いますし、乗り合いタクシーをご利用いただければ非常にありがたいかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

　いいですか。

　はい、どうぞ。

　小梛です。

　これ、当初予算が１億幾らでしたか、3,000万くらいでしたかね、市の予算が。それで利用者負担があって、おそらく50％が市の持ち出し部分で6,000万か7,000万くらいであったと思うのですけど、この今試運転の段階で基幹バスが54.2％、乗り合いが61.9％と、両方足しても50％になるということは、当初予算の見ていた範囲内での運行ができているということですか、経費上。

　経費上はできていません。

　どのくらいですか、実際上。

　実際は、収支比率は25％で見ているのです、実は。今現在、11％弱になっています。これは、収支比率25％というのは最終的な目標でございまして、これはもう当然山武を含めた中での目標でございまして、設定そのものも当初ですので、まだ知名度とかそういったものを加味しますと、なかなかご利用人数もすぐには目標値までいきませんので、これは最終的な目標で月8,000人というような目標の中で、収支比率を25％ということで設定をさせていただいております。

　8,000人、月に。

　月に8,000人です。これ、市全体ということで。

　でも、11％というのはひどいね。

　これ、だんだん増えてきますよ。私もそうですけど、車を持てなくなってくるから。

　だから、場合によっては、この基幹バスなんかも、例えば学校の生徒なんかも一部利用できるような、例えばシャトルバスが蓮沼辺りの松尾高校に来る生徒さんらが利用しているように、この時間帯、こどもらの通学路、うちの住んでいるほうは全くこんなバス関係ないのだけど、やっぱりその辺も含めて利用者負担をある程度出してもらうという形だと、その辺も含めた路線のやっぱり変更というか、必要性もあるのではないかなと思うのですけど、いかがですか。

　時間ですよね、時間。

　通勤通学と、今回基本的には交通弱者、そういう部分でこどもたちも入るといえば入るのだと思うのですが、どちらかというと高齢者の方を想定した、日常生活の足ということで現在考えています。

　これは福祉交通もそうなのですけども、通勤通学の、これはどうするかというのは、やっぱり考えていかなければいけないのだと思います。これは教育委員会のほうでもいろいろ協議を重ねなければいけないのだと思いますけども、今のところはとりあえずこの体系をきちっとつくり上げて、きちっと収支比率を高めるというようなことをさせていただいているというのが現実だと思います。

　この間、ＮＨＫか何かでテレビでやっていたのが、降りる、乗り降りするところにビデオカメラをつけて、市営バスがもう路線を廃止するということで民間サイドがやったら、今すごい経営が黒字だそうで、結局通勤時間帯に増便して、人が大した乗らない時間はもう全く通らないというので、市はやっぱりそこまで云々、やっぱり乗り降り、どこが一番多いとか、統計調査をとるのだったら、やっぱりそういう機械器具をつけて、実態把握というものはやっぱり重視したほうがいいのではないですか。

　我々も収支比率だけを考えてやれば、乗せてあげるところだけ走らせればいいのですけど、やはり先ほど言いましたように、公共交通の役割というのはいろんな役割があると思いまして、これは先ほど言いましたように合併をして、多中心的なまちづくりということで、そういう部分では松尾のきちっとコミュニティ、この地域を活性化する。山武もそうです。蓮沼もそうです。そういったところを団子ではないですけども、その拠点を横串で刺すと、これが基幹バスの役割ということで今設定しています。

　ですので、そういう部分でやはり持続可能だという部分では、やはり収支比率は非常に大事ですので、その辺は今後一番に考えていかなければいけないんだというふうに思っております。

　必ずしも、これ、今市が実証実験でやっていますが、果たして市がこのままやっていくものなのかどうかも、これはきちっと考えていかなければいけないというふうに考えています。

　だけど、あれですよね、よくちまたで見ていて、乗っている人がいないから廃止だとかというけども、今言った10％でも、その人は本当に困っている人ですから、そういう赤字のやつは、そういった市しかできないでしょう。民間にしたら、だって赤字はみんな切っていきます。現にだから切られ訳ですから。

　そういう中でも、できるだけやっぱり税金を少なく……

　やっぱり残して、そういう考えでやっぱりいてもらわないとやっぱりまずいのですよ。

　だから、例えば山武なんか、あれ、５か６路線ぐらいあるのではないの。旧山武。

　４路線ですね。

　４路線か。乗り放題で100円だというから。

　その中に豊岡地区も入れてもらいたい。

　ところが、松尾なんかはるかかなた、我々なんかバスのバの字も関係ないからあれですけど、やっぱり平均的な部分、利用度合いも当然考えなくてはならないだろうけど、やっぱりへんぴなところほど、やっぱり回ってもらいたいというのは実際のところだよね。

　すみません、ちょっと１つ、いいですか。

　今、先ほど動脈、市の動脈を走ると言ったけど、大静脈のほうの路線の変更なんていうのは考えていないですか。蓮沼松尾線の、あれは空港道路、俗に言う空港道路ね、今通っているでしょう。空港道路というのはシャトルバスがあるから、松尾ＩＴ保健福祉センターまではある。そこでシャトルバスで行っていただいて、松尾ＩＴ保健福祉センターまで通って、成東のほうへ回るという路線の変更なんていう、南浜からずっとまっすぐ上がってくる、あのコカコーラに出る。

　それでやっぱり試験でしょうから、こっちでやってみて、どっちがお客か多いか、１回やってみてよ。それから、２本交互に通すとか。

　問題は、この空港道路の沿線にオライはすぬまと、例えばここもどちらかというと近いのですね。ですので、真ん中を通すと、やっぱり真ん中を通って、どうしても元に戻る、空港道路に戻るのですよ、きっとこう。

　オライはすぬまからこっちへ抜けてきて、水深、あそこからこう、松尾ＩＴ保健福祉センター行きますよ。

　実はその考え方だと、どちらかというと巡回バスに近いです。山武でやっている巡回バスなのです。そうすると、今度ここは通らないと、ではうちのほうもルートを変えてこっちも通してくれという話になってくると、それこそ山武でやっている幾つかの路線をまちの中につくらなければいけいいとか、そうすると、成東も今度同じようになりますし、そうすると、今度路線に遠い人はバスにも乗れない人がいる訳ですね。例えば停留所まで行くのに２キロ、３キロあるというふうになりますと、これ、切りがないのです。そういう部分で、我々、今回実証実験の中、デマンドというのは、そういう住んでいるところによって影響のないということでドアツードアという、要するにそこまでお迎えに行ってというところを基本にして、ちょっと実証実験をさせていただいています。

　乗り合いタクシーとはまた別なのですか。

　乗り合いタクシーです。基幹バスも、私どもも今のようなお話もルートを幾つか見て回っています、実際には。ですので、100％見直さないということではございません。当然10月に山武を入れて、山武市全体の公共交通の足についてある程度大幅な見直しをするのですけども、その中で可能な限り見直していくところは見直していきたいというふうには考えています。

　よく乗る汽車がありますよね。汽車っておかしいのだけど。特急が。成東を８時15分とか。

　朝ですか。

　あれやなんか、これだと遅くなっちゃう。

　バスで行くと間に合わないと。

　何分でもないのだけど。

　わかりました。

　それで、私も公共交通の会議で出させてもらっているのですけど、去年から10月ごろでしたっけ、実施ということで今年の３月までやって、その協議会でもうまずいところはなるべく市のほうでいろいろ検討していただいて、今回停留所の増設だとか何か配慮してもらっているのですよ。それで、これは基幹バスですから、細かいところまでずっと回るという訳にもいかないということで説明を受けているのですけど、それと乗り合いタクシーがございますよね。これをうまく使って、やはりこれ、八田のほうにも行くし、本柏も行く、基幹バスは行かないと思いますよね。その辺、これの配慮をしてタクシーをやっているということで、今、松尾と蓮沼が　　　一番利用者が少ないと言われているのですよ。ですから、登録してもらって、その基幹バスのないところについては、タクシーをうまく使ってもらうという方法も１つの試案ではないかというふうに私も考えております。

　これが今やって続けるのかどうかの問題がありますけど、私も審議会の中に会議に出させてもらっていますので、なるべく皆さんのご意見を聞いて、委員会のほうには寄せさせてもらいたいというふうに考えますので、よろしくお願いいたします。

　長時間にわたりましてご審議をいただいて、まだご意見があるようでございますけども、今日はその３つの点でいろいろご審議をいただきましたので、ありがとうございました。

　なお庁舎の問題につきましては、これからまだ引き続きご検討いただく訳でございますけれども、今日はこれで会議を閉めたいと思いますので、長時間にわたりまして、ありがとうございました。


